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1．はじめに

我が国の無償資金協力は、施設建設や機材調達と言ったハード面を中心とした協力対象とした仕

組みになっているが、相手国の運営能力や維持管理能力により導入した施設や機材の効果が十分に

は得られない場合がある。とりわけ、アフリカ地域における施設の運営、維持管理は、日本と比べ

て十分とは言い難いケースが多い。

2016 年より開始された無償資金協力業務「ジンバブエ国ニャコンバ灌漑事業のための灌漑開発

計画」におけるソフトコンポーネント活動「灌漑施設の維持管理方法の指導」では、現地の水利組

合（Irrigation Management Committee: IMC）から選抜された研修者に対し、灌漑施設に関する基礎講

義と、灌漑水路の簡易補修方法の指導を行った。その結果、研修の受講者は灌漑施設に関して、そ

の意義を十分に理解し、簡易補修方法を習得したうえで、高い品質で既存水路補修を行うことがで

きた。

本稿では、この研修活動の内容と成果を取りまとめ、良い成果が得られた要因と共に報告する。

 2．取り組みの経緯

ジンバブエ国ニャコンバ灌漑地区は 1996～2000 年におい

て、日本の無償資金協力業務によるポンプ灌漑施設整備が

なされた。ブロック A～E の 5 つの灌漑ブロックからなるニ

ャコンバ地区において、ブロック A～D にポンプ施設の設

置が計画され、ブロック B~D の整備は完了した。しかし、

2000 年以降は我が国を含めたほとんどの国際機関がジンバ

ブエに対する援助・協力を止めたことから、2009 年に援助・

協力が再開されるまで、ブロック A の施設整備の実施は見

合わせることとなっていた。

そのような中、ジンバブエ政府は自助努力により、ブロッ

ク A 内の一部に灌漑水路（総延長 3,660m）を建設した。し

かし、この水路は計画不備の点が多く、ポンプ施設や、貯水

施設等の水源を持たず、さらには建設された水路には、ひび

割れの発生、未施工区間があるなど、2016 年の事業開始時

点では、現況のままでは使用できないものであった。

2016 年より、ブロック A 地区の灌漑施設整備を含めた無

償資金協力業務「ニャコンバ灌漑施設事業のための灌漑開

発計画」が開始された。同事業の中で、建設された水路を撤

去し、新たに施工することも検討されたが、

ジンバブエ国側より「既存施設を補修してほしい」と言う要望があること
補修により総工事費が軽減できること
補修技術をジンバブエ国側に蓄積できること

と言った理由により、ニャコンバ地区内の IMC を指導し、長期的な維持管理を目的とした活動
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写真１ 既存水路の活動前の状況
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を無償資金橋梁区事業内のソフトコンポーネント活動として実施することとした。 

3．活動
(1)活動の目的 

ニャコンバ地区内の IMC メンバーがファームポンドから下流の灌漑施設の補修を行うための技

術を習得するとともに、ブロック A 既存灌漑水路が活用可能になるように補修を行う。 

(2)活動前の状況=ベースライン調査

1)IMC の灌漑に対する理解： 

IMC は、灌漑水路改修に関する知識を有しているとは言い難く、基礎的な理解度テストにおい

ても図 1 に示すとおり、回答率 50%を達成できない受講者もいた。

2) 既存水路の状況 

活動実施前の対象地区の既存水路は、写真 1 に示す通り、切土水路の区間は耕作の邪魔者とし

て埋立てられ、切土区間は風食や耕起の影響により水路脇の盛土が消失している状況であった。 

(3)活動方法の構築 

本活動において、重点を置かれるべき点は、『IMC が自立して水路の維持管理及び補修が行われ

ること』である。そこで、ニャコンバ地区内で生活している大工を日本人専門家のアシスタントと

し、日本人専門家と同行させた。これにより、日本人専門家が考える施工管理レベルを大工が理解

すると共に、顔馴染みである受講者と大工との円滑なコミュニケーションにより、実技習得や活動

参加へのモチベーション向上を図った。

 (4)活動の成果 

筆者らは、IMC メンバーが自らの手で補修が出来る

よう、灌漑施設に関する基礎講義を行い、ベースライン

調査と同様の理解度確認テストを再度実施した。同時

に、対象地区内の既存水路に対する補修実習を行い、

IMC メンバーによる灌漑施設の補修が、自立して IMC
が実施できる体制を構築した。本研修では、図 2 に示

すとおり、ニャコンバ内にいる大工を日本人専門家の

アシスタントとすることで、日本人の施工管理目線を

持つスペシャリストを育成した点が特記される。 

1) 受講者の灌漑に対する理解 

受講者は理解度テストに全問正解し、灌漑施設の維持管

理、補修に関る必要最低限の知識を習得したといえる。

2) 既存水路の状況 

活動は、灌漑に対して十分な理解を得た IMC メンバー

が、自らの組織運営の中で既存水路全線の補修工事を行っ

た。補修工事初期の１ヶ月は日本人専門家による施工管理

の下実施されたが、その後約３ヵ月間は自ら施工管理が行

われた。活動の成果により、研修前には使用不可能であっ

た水路は、写真２のように質の高い補修工事により使用可

能なものとなった。

さらに、将来的な水路維持管理についても、アシスタン

トであった大工と、受講者の連携により継続的に補修活動ができると期待される。

4．おわりに

無償資金協力事業での施設設置後に、受益者が施設の役割を理解し、自分たちが実施可能な範囲

での維持管理、補修作業を身につけたこと、また、それを日本人専門家の活動期間内に確認できた

ことは、アフリカ地域での事業では、画期的な事例であろう。

最後に、今後、IMC が継続的に維持管理、補修活動を行うことを期待する。

表１ 受講者の灌漑施設に関する 

理解度テスト結果の研修前後比較 

得点数 研修前(人) 研修後(人) 

24 点(満点) 0 24 

2 0～ 2 3 点 1 0 

1 5～ 1 9 点 8 0 

1 0～ 1 4 点 9 0 

 5 ～ 9 点 5 0 

 0 ～ 4 点 1 0 
注 1：テストは 24点満点であり受講者は 24名である。 

注 2：テストは灌漑局職員が予め回答し、難易度の妥当性

を検証した。 

写真２ 活動後の水路状況

法肩は、丁張りで

位置を定めている

ため、非常に綺麗

な仕上りとなって

いる。 

− 223 −


